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圧縮指数 Ccと体積圧縮係数 mv 
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体積圧縮係数
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ここで Aは対数の底の変換による発生する定数で、 
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であるから、一次近似まで用いると、 
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したがって、 
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よって、 
以上 

cv C
ep

m
+′

=
1

11434.0  

体積圧縮係数は圧力とともに小さくなることがわかる。 


